
 

小規模多機能型居宅介護施設 きやま虹の家「サービス評価」 総括表 

 
 

法人名 

 

若狭町社会福祉協議会 

 

代表者 香川 哲夫 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

若狭町初の「民家を改修した小規模多機能ホーム」であり、利用者さんには住み慣

れた自分の家と同じような感覚で過ごして頂くことができる。また、常勤の正看護

師が配置されており、機能訓練や褥瘡予防、体調管理等の助言などにも力を入れて

いる。 

また、地域の方には以前からのご近所づきあいのように、とれたての季節野菜、果

物等の差し入れがあったり、そのいただいた収穫物で作ったお菓子でお礼をするな

ど、温かい交流を続けている。 

事業所名 

小規模多機能ホーム 

きやま虹の家 

 

管理者 中畑 奈々江 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 人 3 人 人 1 人 人 人 4 人 人 9 人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組

み・結果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の

確認 

利用者カードの作成はその方

の誕生日月に作成するように

する。新規の初期アセスメン

トをし、丁寧な支援を心掛け

る。自分の意志を上手く伝え

られない人についての支援方

法を検討。昔の得意な事、され

ていた仕事、興味のある事な

どを見つけ楽しみのある生活

を送れるように支援する。 

利用者カードについては、全

ての利用者は行えなかった

が、話しを聞く事で新しい発

見となった。 

利用者の興味や関心のある活

動も積極的に行う事ができ

た。 

利用者カードがどういったも

のか分からない。 

行事の写真をみて、虹の家は自

由でいいなと感じた。 

本人も職員も目標が分かるよう、玄関に今

年やりたいことや行きたいところを掲示

する。利用者、ご家族が楽しみのある暮ら

しを続けていけるよう、サービスを柔軟に

組み合わせ生活全体で支えていく。また、

小規模の特性を活かした取り組みにも力

を入れる。 

 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

もっと気軽に寄っていただけ

る雰囲気作りを今後も行って

いく。利用者の方や家族や地

域の方の意見をたくさんいた

だき、運営に生かせるよう交

流の機会を今後も企画する。 

地域の方を招いての「にじ

SUN」を行った事で、事業所

を訪れてくれる方が増えた。 

 

場所がどこか分かりにくい。 安全面にも配慮しながら、過ごしやすくよ

り快適で居心地の良い施設作りをする。 

また、施設の場所がどの方にも分かりやす

いよう改善する。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

今後も地域の活動やイベント

に参加し交流を深める。地域

の資源の活用では、若狭町や

気山地区の資源を知り、活用

につなげる。 

公民館行事や小学校のイベン

トなどに呼んでいただき参加

する事ができた。 

 

地域づくり協議会やおたっし

ゃ会に参加してくれている。 

 

事業内容が地域の方にも良く知っていた

だけるよう、地域行事への積極的な参加や

にじの家だよりの発行を行う。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

今後も地域の活動やイベント

に参加し交流を深める。地域

包括支援センターで行ってい

る研修に参加し、職員の資質

向上に努める。 

地域づくり協議会でのおたっ

しゃ会に参加し各字をまわっ

た。 

包括支援センター主催の成年

後見制度の研修に参加でき

た。 

地域の会議への参加は福祉関

連の内容は少ないため、参加の

声はかからないのではないか。 

本人の生活に必要な地域の中の社会資源

を活用していけるよう、事業所事業所とし

ても積極的に関わる機会を持つ。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

今まで以上に地域の相談所と

して利用してもらえるよう、

「にじカフェ」の開催日が分

かるチラシを配布しどの年代

の方も気軽に来ていただける

ようにする。 

「にじカフェ」の開催までは

できなかったが「にじＳＵＮ」

を月１～２回行いたくさんの

参加があった。 

評価の中に地域の方の事例検

とあるが、一歩間違えば問題に

なるのではないか。 

地域の活動や、気がかりな人などの情報交

換の場として、委員さんとの連携を図る。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

地域の防災訓練に参加し、災

害を想定した訓練を行う。ま

た、様々な災害を想定した話

し合いができる機会を作り、

家族の方とも共有する。 

地域での防災訓練には参加で

きなかったが、消防署の方に

来ていただき消火器訓練や災

害を想定した訓練の内容をお

伝えしアドバイスいただけ

た。 

地域の防災訓練は日曜日に実

施しているので参加は難しい 

ではないか。 

事業所や地域の防災・災害対策を 地域の

方と情報を共有する。 地域の防災訓練に

参加していく。 

 


